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２０１９年３月期 第２四半期業績予想値と実績値との差異に関するお知らせ 

 

2018年５月 11日の「平成 30年 3月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」で公表した第２四半期連結

累計期間（2018年４月１日～2018年９月 30日）の業績予想値と実績値に差異が生じましたので、下

記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１. 業績予想値と実績値との差異（2018 年４月１日～2018 年９月 30日） 

(１) 連結 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
(2018 年５月 11 日発表） 

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

26,800 1,560 1,560 1,010 51.97 

今回発表実績値（Ｂ） 26,683 1,786 1,790 1,321 68.15 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △116 226 230 311 - 

増 減 率（％） △0.4 14.5 14.8 30.8 - 

(ご参考）前期第２四半期実績 

(2018年３月期第２四半期） 24,235 1,407 1,495 849 43.83 

 

  （参考） 

(２) 個別 

 売上高 経常利益 四半期純利益 
１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
(2018 年５月 11 日発表） 

百万円 百万円 百万円 円 銭 

12,290 950 830 42.71 

今回発表実績値（Ｂ） 12,680 1,348 1,200 61.94 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 390 398 370 - 

増 減 率（％） 3.2 42.0 44.7 - 

(ご参考）前期第２四半期実績 

(2018年３月期第２四半期） 10,421 944 810 41.79 

 

 



  

 

 

２. 差異の理由 

 

（連結業績） 

  売上高につきましては、需要が増加しているプロセス業界向および半導体業界向の圧力計・

圧力センサ製品の販売が増加したものの、自動車関連業界向のダイカスト製品の売上高が一時

的に減少したことにより当初業績予想値を下回る結果となりました。 

 営業利益および経常利益につきましては、ダイカスト製品が減少したものの、圧力計・圧力

センサ製品の販売が増加したことにより、当初業績予想値を上回りました。 

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、経常利益の増加に加え、非支配株主に

帰属する四半期純利益が減少したことにより、当初業績予想値を上回りました。 

 

（個別業績） 

売上高につきましては、需要が増加している圧力計・圧力センサ製品の販売増加により、当

初業績予想値を上回る結果となりました。 

経常利益および四半期純利益につきましては、売上高の増加により、当初業績予想値を上回

りました。 

 

以 上 


